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特集“食べきり”でごみ減量

◆目次は２ページに掲載しています

市民の生活情報誌

写
真
は
、
昨
年
の
太
平
川
沿
い
の
桜

◆千秋公園桜まつり(４/15～26)　
◆高清水公園桜まつり(４/15～29)
◆太平川観桜会(４/18～29)
◆あらやさくら公園観桜会(４/18～29)

エコアちゃんの
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市内の桜まつりがスタ
ート。開花予想では、この
号が届く時には順調に桜が
咲き始めている頃かと思い
ます。今年はどんな素敵な
桜風景が撮影できるか、今
から楽しみです

表紙のはなし♪

３　動物園の入園者が１千万人達成！

４“食べきり”でごみ減量
６　家庭ごみ処理手数料の使い道
７　平成26年度の道路除排雪のまとめ

市政トピックス

10　４月26日(日)は秋田市議会議員選挙
11　市役所からのお知らせ

…エイジフレンドリーのマーク募集、
住宅リフォームに助成、
６次産業化の取り組みを支援に
｢ぐるる｣リーフレットの広告募集

14　井戸端市民通信
地域の話題…弥生っこ村へどうぞ

16　育児コーナー
…すこやか子育て支援

18　情報チャンネルa

問い合わせ

８月24日(月)に、東部公民館(広面字釣瓶町)の隣にオー

プンする〝東部市民サービスセンター(愛称 いーぱる)〟

のロゴマーク(上図)が決定しました。

審査の結果、応募総数18点の中から、秋田公立美術大

学３年の茂木大地さんのデザインが選ばれました。

愛称｢いーぱる｣の名称のもとになった｢EAST｣の頭文字

｢E｣と、人をひきつける花、またその花に集まる蝶
ちょう

をモチ

ーフに、東部地域の人びとが｢いーぱる｣を中心に楽しい

生活を送ることができるようにとの願いが込められてい

ます。

デザインのコンセプト

東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
！

完成予想図

市民協働･地域分権推進課☎(866)2037

８月オープン！

千秋公園
桜まつり
４月15日(水)

u26日(日)
千秋公園の桜の開花に合わ

せて、屋台の出店や夜桜のラ

イトアップを行います。土･

日はステージイベントも！ ぜひお越しください。

なお、桜まつり開会中、千秋公園付近の道路で交通規

制を実施しますのでご了承ください。

問い合わせ
秋田市観光案内所☎(832)7941
観光物産課☎(866)2112(平日)

８ 平成27年度人事異動

…土産品開発プロジェクト、
｢みのりあ｣オープン、
竿燈観覧個人席を販売、
赤れんが郷土館コレクション展、
講座、催し、案内、健康

24　シリーズ 東北六魂祭

２



３
月
21
日
、
大
森
山
動
物
園
が
通
常
開
園

を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
開
園
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
親
子
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
日
、
昭
和
48
年
に
大
森
山

動
物
園
が
開
園
し
て
以
来
、
入
園
者
が
１
千

万
人
を
達
成
！
１
千
万
人
目
と
な
っ
た
菅
原

さ
ん
の
ご
家
族(

由
利
本
荘
市)

と
、
名
誉
園

長
に
就
任
し
た
女
優
の
高
木
美
保
さ
ん
、
穂

積
市
長
ら
が
参
列
し
、
く
す
玉
を
割
っ
て
み

ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
た(

上
の
写
真)

。

大
森
山
動
物
園
は
今
シ
ー
ズ
ン
も
、
引
き

続
き｢
ま
ん
ま
タ
イ
ム｣｢

ど
う
ぶ
つ
解
説｣

｢

エ
サ
や
り
体
験｣

を
実
施
す
る
ほ
か
、
秋
田

公
立
美
術
大
学
と
連
携
し
た
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
の
開
催
や
、
ペ
ン
ギ
ン
舎
の
改
修
、

新
た
に
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
を
迎
え
繁
殖
に
取
り

組
む
な
ど
、
話
題
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

営
業
は
11
月
30
日
(月)
ま
で(
無
休)

。
み
な

さ
ん
の
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
　

１千万人目となった菅原さんご家族は５人で来園しました

春
到
来
！

み
ん
な
大
森
山
動
物
園
で

待
っ
て
る
よ
♪

トピックス

入
園
者
が

１
千
万
人
を
達
成
！

４
月
25
日
(土)
か
ら
５
月
６
日
(水)
ま
で
は
、

園
内
の
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
！
各
イ
ベ
ン

ト
い
ず
れ
も
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜
の

１
日
２
回
。
見
学
会
は
30
分
程
度
、
エ
サ
や

り
無
料
体
験
は
小
学
生
以
下
が
対
象
で
す
。

直
接
、
動
物
舎
へ
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
ゾ
ウ
来

園
25
周
年
パ
ネ
ル
展
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

４
月
25
日
(土)
▼

ゾ
ウ
の
寝
室
見
学

４
月
26
日
(日)
▼

猛
獣
舎
内
見
学

４
月
29
日
(水)
▼

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
エ
サ
や
り

５
月
２
日
(土)
▼

ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
エ
サ
や
り

５
月
３
日
(日)
▼

猛
獣
舎
内
見
学

５
月
４
日
(月)
▼

ゾ
ウ
の
寝
室
見
学

５
月
５
日
(火)
▼

サ
ル
の
エ
サ
や
り

５
月
６
日
(水)
▼

ペ
ン
ギ
ン
の
エ
サ
や
り

な
お
、
期
間
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た

か
た
の
中
か
ら
抽
選
で
20
組
に
、
左
記
の
岩

合
光
昭
写
真
展｢

ネ
コ
ラ
イ
オ
ン｣

の
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

動
物
園
の
チ
ケ
ッ
ト
で
岩
合

い
わ
ご
う

光
昭
写
真
展

｢

ネ
コ
ラ
イ
オ
ン｣

の
観
覧
が
100
円
引
き
に

４
月
25
日
(土)
か
ら
７
月
５
日
(日)
ま
で
、
秋

田
県
立
近
代
美
術
館(

横
手
市)

で
開
催
さ
れ

る
岩
合
光
昭
写
真
展｢

ネ
コ
ラ
イ
オ
ン｣

に
、

大
森
山
動
物
園
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
か
期
間

中
の
入
園
券
半
券
を
持
参
す
る
と
、
写
真
展

の
当
日
の
観
覧
料
が
100
円
引
き
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

通
常
の
観
覧
料
▼

一
般
900
円
、
高･

大
学
生
500

円
、
中
学
生
以
下
無
料

開
園
時
間
▼

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

(

入
園
は
４
時
ま
で)

入
園
料
▼

720
円
、
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
１
千

230
円
、
高
校
生
以
下
無
料

問
い
合
わ
せ
▼

☎(

８
２
８)

５
５
０
８

イベント目白押しのゴールデンウイーク！イベント目白押しのゴールデンウイーク！
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エコアちゃん
秋田市の森の奥で平和に
暮らしていたブナの妖精。
ごみを減らして環境を守
るために奮闘中

アキコさん
秋田市在住。エコア
ちゃんとはお友だち
の主婦

エコアちゃんと一緒にごみ減量！

環境都市推進課 (866)2943問い合わせ

スーパーで
ウ
チ
に
ま
だ
あ
る
け
ど

買
っ
ち
ゃ
お
う
♪

家庭ごみ

台所で

捨
て
ち
ゃ
お
っ

あ
ま
っ
て
た
の
、

賞
味
期
限
過
ぎ
ち
ゃ
た
。

残
り
は
捨
て
る
し
か

な
い
か
あ…

ごはん時に い
っ
ぱ
い
作
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
。

ふ
た
付
き
容
器
に

入
れ
て
み
な
い
？

残
っ
た
料
理
、

エコアちゃん !?

も
っ
た
い
な
い
よ
！

み
ん
な
が
意
識
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

を
す
れ
ば
、
ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
で
お
買
い
物
♪

レ
ジ
袋
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

全
国
で
１
年
間
に
使
用
さ
れ
る
レ
ジ
袋

は
約
300
億
枚
！
こ
れ
を
国
民
１
人
あ
た
り

に
換
算
す
る
と
年
間
約
300
枚
だ
と
か
…
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
上
手
に
活
用
し
て
、
ご
み

減
量
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
包
装
を
断

り
、
購
入
済
み
の
シ
ー
ル
に
す
る
こ
と
も

資
源
を
無
駄
に
し
ま
せ
ん
。

マ
イ
ボ
ト
ル
で
、
飲
み
物
容
器
の

使
い
捨
て
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を

マ
イ
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

持
ち
歩
く
人
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
の
ど
が
渇

い
た
ら
マ
イ
ボ
ト
ル
で
一
杯
。
使
い
捨
て

の
飲
み
物
容
器
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

Yes！
ごみ減量

み
ん
な
で
き
る
よ

ひ
と
工
夫

４



宴
会
で
食
べ
残
し
を
減
ら
す

｢

食
う
〜
べ
え
タ
イ
ム｣

を

宴
会
な
ど
で
、
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
の

30
分
間
と
閉
会
前
の
10
分
間
な
ど
、
自
分

の
席
で
料
理
を
楽
し
む
時
間
帯
を
設
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
こ
の
取
り
組
み
を

｢

食
う
〜
べ
え
タ
イ
ム｣

と
名
付
け
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
出
さ
れ
た
料
理
で
す
。
お
い

し
く
食
べ
き
っ
て
、
食
べ
残
し
を
少
な
く

す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

飲
食
店
な
ど
に
、
上
の

Ｐ
Ｏ
Ｐ(

立
て
札)

を
置

い
て
啓
発
し
て
い
ま
す

｢

生
ご
み
の
水
切
り｣

｢

雑
が
み
の
分
別｣

の
徹
底
を

家
庭
ご
み
の
約
半
分
を
占
め
る
生
ご
み

の
水
切
り
と
、
資
源
化
物
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
雑
が
み
の
分
別
を
徹
底
す
る

こ
と
は
、
ご
み
減
量
の
た
め
に
は
と
て
も

大
切
で
す
。

これで保存して後で
食べればいいじゃない。
ラップのごみも減るしね

エコアちゃんの
おじいちゃん！

一番いいのは、最初か
らおいしく食べられる
ちょうどよい量を作る
ことじゃな

買い物前に、冷蔵庫の中を
チェック！　計画的な購入で
食材を使い切ろう

食べ残しを減らして
食品ごみを減らそう！

普段から賞味期限などを確認
して、食材は無駄なく使おう

人数に合った量を調理しよう

「
も
っ
た
い
な
い
ア
ク
シ
ョ
ン｣

で

〝
食
べ
き
り
〞
を
心
が
け
て

み
る
ん
じ
ゃ
、
ア
キ
コ
さ
ん
！

宴会などで、｢食う～
べえタイム (下記参照 )｣
を実施しよう

最
初
か
ら
ご
み
に

し
な
い
工
夫
だ
ね

なるほど！
ちょっとした心がけで
ごみ減量できるってことね

今
日
も
む
だ
な
く

買
い
物
で
き
た
わ
〜

数日後…残
ら
な
い
よ
う
に

人
数
分
作
る
よ

ふ
た
り
で
半
分
こ
で

ち
ょ
う
ど
い
い
量
だ
ネ

ただしお菓子は

べ･つ･ば･ら♪

・
生
ご
み
を
絞
る
こ
と
で
約
１
割
以
上
の

水
分
が
抜
け
ま
す

・
菓
子
箱
、
包
装
紙
、
は

が
き
、
封
筒(

セ
ロ
ハ

ン
は
取
る)

は
雑
が
み

で
す
。
紙
袋
に
入
れ
た

り
、
雑
誌
に
は
さ
ん
だ

り
し
て
資
源
化
物
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う

広報あきた　平成27年４月17日号５



秋
田
市
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
家
庭
ご

み
用
有
料
指
定
ご
み
袋
１
㍑
あ
た
り
１
円
の
処

理
手
数
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
全

額
を
ご
み
処
理
費
に
充
て
て
い
ま
す
。

こ
の
手
数
料
相
当
額
は
、｢

秋
田
市
廃
棄
物
の

処
理
お
よ
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例｣

お
よ
び

｢
秋
田
市
家
庭
ご
み
に
係
る
処
理
手
数
料
相
当
額

の
使
途
等
に
関
す
る
指
針｣

で
使
い
道
の
範
囲
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
ご
み
減
量
な
ど
の
事
業
費

に
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
手
数
料
収
入
は
４
億
５
千
万

円
の
見
込
み
。
活
用
す
る
事
業
の
内
訳
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

あ
き
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
▼

Ｉ
Ｔ
な
ど
の
情
報
技

術
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
駆
使
し

て
ま
ち
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
を

図
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
先
進
都
市
を
め
ざ
す

取
り
組
み

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
▼

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の

認
定
制
度
。
見
学
可
能
な
太
陽
光
や
風
力
発
電

な
ど
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
な
ど
が
、
地

域
に
複
数
あ
る
こ
と
が
認
定
の
要
件
で
す

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
▼

建
物
の
省
エ
ネ
診
断･

改
修･

維

持
管
理
な
ど
を
、
民
間
の
事
業
者
に
一
括
し
て

委
託
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
す
る
事
業
の
こ
と

平
成
27
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
、｢

秋
田
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画｣

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
今
後

11
年
間
で
、
一
人
１
日
当
た
り
の
家
庭
系
ご
み

排
出
量(

資
源
化
物
を
除
く)

を
、
25
年
度
の
実
績

527
㌘
か
ら
約
10
％
削
減
し
、
約
480
㌘
に
す
る
こ

と
な
ど
を
目
標
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
引
き
続
き
、
生

ご
み
の
水
切
り
や
雑
が
み
の
分
別
、
食
べ
残
し
を

な
く
す
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

計
画
の
閲
覧
場
所
▼

環
境
都
市
推
進
課(

寺
内
蛭

根
三
丁
目
、
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)

、
資
料

閲
覧
コ
ー
ナ
ー(

市
役
所
１
階)

、
北
部･

西
部･

南

部･

河
辺･

雄
和
の
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
岩

見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所
、
各
市
立
図
書

館
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

新
た
な
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
が
で
き
ま
し
た

●問い合わせ　環境都市推進課☎(863)6632
http://www.city.akita.akita.jp/city/ev/cp/

平
成
27
年
度
の
家
庭
ご
み
処
理

手
数
料
の
使
い
道
が
決
ま
り
ま
し
た

◆
用
語
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

＊地域振興基金積立分の残額は76,316千円となります。残額は平

成28年度以降の事業に活用します。

(単位:千円)
人にも地球にも
やさしいあきたを
めざして

６



今
冬(

平
成
26
年
11
月
〜
27
年
３
月)

は
、
12
月

の
降
雪
量
が
山
王
で
平
年
の
1.3
倍
、
雄
和
大
正

寺
で
1.7
倍
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
３
月
ま

で
は
、
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
高
く
、
特
に
市
街

地
で
は
、
〝
暖
冬
少
雪
〞
が
際
立
つ
冬
と
な
り
ま

し
た
。

市
内
全
域
で
の
一
斉
除
雪
は
、
12
月
の
１
回

の
み
。
そ
の
後
も
、
河
辺･

雄
和
地
域
な
ど
を
中

心
に
除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
稼
働
日

数
は
昨
冬
を
17
日
下
回
る
46
日
で
し
た
。

な
お
、
昨
年
に
引
き
続
き
１
月
12
日
に
実
施

し
た
市
民
一
斉
除
雪
デ
ー
に
は
、
３
千
369
人
が

参
加
し
、
各
地
域
の
小
学
校
の
通
学
路
な
ど
の

除
排
雪
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
▼

開
設
回
線
数
は
、
状
況
に
応

じ
て
３
〜
10
回
線
で
対
応
し
ま
し
た
。
電
話
件

数
は
、
昨
冬
の
４
割
程
の
２
千
380
件
で
し
た

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
除
雪
車
の
稼
働
状
況
の
公

開
▼

今
冬
は
、
昨
年
よ
り
66
台
多
い
851
台
の
除
雪

車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ(

人
工
衛
星
を
活
用
し
て
位
置
情
報

が
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム)

端
末
を
搭
載
し
、
稼

働
状
況
と
作
業
履
歴
な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
し
た

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
、
活
動
▼

登
録
者
数

は
457
人
で
、
活
動
件
数
は
８
件
で
し
た(

昨
冬

は
、
登
録
824
人
、
活
動
28
件)

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、

今
後
の
除
排
雪
体
制
の
整
備
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。
次
の
冬
に
向
け
、
引
き
続
き
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
道
路
除
排
雪
の
ま
と
め

〝
暖
冬
少
雪
〞の

冬
に
な
り
ま
し
た

＊累積降雪量、最大積雪深、真冬日は、秋田地方気象

台のデータです。

平成26年度の数値…〈 〉内は25年度の数値。
累積降雪量u185㌢〈338㌢〉

最大積雪深u24㌢(12月27日に記録)〈41㌢〉

真冬日u２日〈10日〉

除排雪への要望･苦情などu2,380件〈5,983件〉

除排雪作業の稼働日数u旧秋田市41日〈53日〉、

河辺･雄和地域46日〈63日〉

除排雪経費u約９億１千万円〈約23億８千万円〉

｢
ゆ
き
総
合
対
策
基
本
計
画｣

に
基
づ
い
た

取
り
組
み
の
お
も
な
実
績

問い合わせ 道路維持課☎(864)3643

３月18日、早川みかTAPダンス

スタジオから、東日本大震災義援

金として、イベントの収益金

356,241円を日本赤十字社秋田県

支部秋田市地区(穂積 志 地区長)に

寄附していただきました。ありが

とうございました。

福祉総務課地域福祉推進室

☎(866)2090

秋田市消防団(海野達雄団長)

が、全国の消防団の中から｢優良消

防団｣に選ばれ、３月に東京都で行

われた｢第67回日本消防協会定例

表彰式｣で、表彰旗の授与を受けま

した。

秋田市消防団の受章は、昭和38

年以来となります。

消防本部総務課☎(823)4000

３月27日、秋田市と(一社)秋田

市歯科医師会(石田達郎会長)が、

｢災害時における歯科医療救護活動

に関する協定｣を締結しました。

協定では、災害時、負傷した市

民や避難者が、救護所などで歯科

医療の応急処置が受けられること

などを定めています。

保健総務課☎(883)1170

市消防団が全国の
｢優良消防団表彰｣を受章

東日本大震災義援金の
寄附がありました

災害時の歯科医療について
協定を締結しました

３月12日、市役所で行われた受章報

告会で。海野団長(左)と穂積市長

早川みかTAPダンススタジオのみな

さんから穂積市長に義援金を贈呈
３月27日、協定締結式で。石田会長

(左)と穂積市長

市民一斉除雪デーで(仁井田地区)

市 政 ト ピ ッ ク ス

広報あきた　平成27年４月17日号７



市
長
事
務
部
局

【
次
長
級
】

総
務
部
▼
次
長
▼

畠
山
隆
／
副
理
事･

兼
秘
書

課
長
▼

千
葉
孝
之
／
副
理
事･

兼
工
事
検
査
室
長

▼

赤
川
孝
則
／
新
庁
舎
建
設
室
長
▼

嶋
矢
治
和

企
画
財
政
部
▼
次
長･

兼
連
携
推
進
官(

ブ
ラ

ン
ド
あ
き
た
担
当)

▼

佐
々
木
吉
丸
／
副
理
事･

兼
財
政
課
長
▼

竹
内
真
理
子
／
副
理
事･

兼
市

民
税
課
長
▼

相
場
一
範
／
副
理
事･

兼
番
号
制

度
導
入
推
進
室
長
▼

佐
藤
徳
次

市
民
生
活
部
▼
次
長･

兼
ゆ
き
総
合
対
策
官
▼

加
藤
芳
夫
／
副
理
事･

兼
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
▼

宮
野
谷
智
敬
／
副
理
事･

兼

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長･

兼
計
量
検
査
所
長

▼

須
磨
良
之
　

福
祉
保
健
部
▼
次
長･

兼
福
祉
事
務
所
次
長･

兼
連
携
推
進
官(

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ

ィ
担
当)

▼

秋
山
尚
子
／
副
理
事･

兼
福
祉
総
務

課
長
▼

佐
々
木
公
秀
／
副
理
事･

兼
介
護
保
険

課
長
▼

松
前
克
美

子
ど
も
未
来
部
▼
次
長･
兼
連
携
推
進
官(

次

世
代
育
成
担
当)

▼

加
藤
育
広

環
境
部
▼
副
理
事･

兼
環
境
総
務
課
長
▼

高
橋
寛

彰
／
副
理
事･

兼
廃
棄
物
対
策
課
長
▼

佐
々
木
琢

宏
／
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
▼

高
島
忠
雄

農
林
部
▼
副
理
事･

兼
中
央
卸
売
市
場
長
▼

中

島
誠

建
設
部
▼
次
長
▼

平
山
義
尚

都
市
整
備
部
▼
副
理
事･

兼
秋
田
駅
東
地
区
土

地
区
画
整
理
工
事
事
務
所
長
▼

菊
田
充
実

【
課
長
級
】

総
務
部
▼
総
務
課
長
▼

遠
藤
孝
志
／
人
事
課
長

兼
人
事
課
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
▼

鈴
木
勉

更なる組織運営の効率化をめざして
平成27年度

秋
田
市

人

事

異

動

平
成
27
年
度
の
秋
田
市
役
所
人
事
異
動
者
数
は
949
人
で
し
た
。
業
務
の
継
続
性
を
確
保
す

る
た
め
、
規
模
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、
人
口
減
少
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
を
強

化
し
た
ほ
か
、
女
性
管
理
職
の
積
極
的
な
登
用
と
課
長
級
へ
の
若
手
職
員
の
登
用
を
進
め
る

な
ど
、
引
き
続
き
組
織
運
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
課
長
級
以
上
の
異
動
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
人
事
課
☎(

８
６
６)

２
０
１
２

任
消
防
正
監･

消
防
長

森合和美

【
消
防
長
】

市
民
生
活
部
長

堀井 満

【
部
長
級
】

市
民
生
活
部
理
事･

兼
秋
田

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
管
理
室

長･

兼
子
ど
も
未
来
部
理
事鈴木 忍

福
祉
保
健
部
長･

兼
福
祉
事
務
所
長

辻 直文

子
ど
も
未
来
部
長

柿﨑武彦

環
境
部
長

中島 修

農
林
部
長

榎 昌範

都
市
整
備
部
長

戸田郁夫

会
計
管
理
者

門間 徹

監
査
委
員
事
務
局
長佐々木 貴

上
下
水
道
局
理
事

豊島幸英

新庁舎の工事風景(３月31日、パノラマ撮影)。本体の完成は来年３月の予定です

８



／
防
災
安
全
対
策
課
長
▼

夏
井
浩
、
同
課
参
事

▼

佐
々
木
康
夫
／
財
産
管
理
活
用
課
長
▼

伊
藤

清
弥
、
同
課
公
共
施
設
管
理
室
長
▼

中
西
博

己
／
工
事
検
査
室
主
席
専
門
検
査
員
▼

田
中
勝

男･

大
門
良
之･

伊
藤
樹
悦･

佐
々
木
康
雄･

荒

川
隆
夫･

中
川
敬･

佐
藤
信
博･

堀
正
悦

企
画
財
政
部
▼
企
画
調
整
課
長
▼

細
谷
佳
宏
、

同
課
人
口
減
少
対
策
担
当
課
長
▼

千
田
佳
正
、

同
課
参
事
▼

佐
藤
正
人･

斎
藤
一
洋
、
同
課
参

事(

公
立
大
学
法
人
担
当)

▼

納
谷
信
広
／
情
報

統
計
課
長
▼

福
田
徳
行
、
同
課
参
事
▼

佐
々
木

悟
／
広
報
広
聴
課
報
道
官
兼
総
務
部
秘
書
課

参
事
▼

多
可
和
幸
／
特
別
滞
納
整
理
課
長
▼

伊

藤
勉
／
地
籍
調
査
室
長
▼

安
田
昭
二

市
民
生
活
部
▼
生
活
総
務
課
長
▼

伊
藤
博
之
、

同
課
斎
場
長
▼

和
田
一
哉
／
市
民
協
働･

地
域

分
権
推
進
課
長
▼

斉
藤
聡
美
／
国
保
年
金
課
長

▼

北
島
学
／
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
副

所
長
▼

須
田
志
美
男
／
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
副
所
長
▼

森
合
政
則
／
駅
東
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
▼

三
浦
善
雄

福
祉
保
健
部
▼
福
祉
総
務
課
参
事(
生
活
支
援

相
談
担
当)

▼

坂
本
弘
幸
、
同
課
付
参
事･
地
方

独
立
行
政
法
人
市
立
秋
田
総
合
病
院
派
遣)
▼

佐
藤
重
徳
／
長
寿
福
祉
課
長
▼

碇
谷
阿
津
子
、

同
課
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
担
当
課

長
▼

佐
々
木
準
／
保
護
第
一
課
長
▼

菊
地
真
／

保
護
第
二
課
長
▼

大
橋
一
仁
　

保
健
所
▼
保
健
予
防
課
長･

兼
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
▼

森
合
真
由
美
／
健
康
管
理
課
自
殺
対
策

担
当
課
長
▼

佐
々
木
廣
次

子
ど
も
未
来
部
▼
子
ど
も
総
務
課
長
▼

嶋
久
美

子
／
子
ど
も
育
成
課
長
▼

赤
上
智
／
施
設
指
導

室
長
▼

佐
々
木
保
／
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
▼

出
雲
啓
子

環
境
部
▼
環
境
保
全
課
長
▼

高
橋
尚
夫

商
工
部
▼
商
工
労
働
課
長
▼

佐
藤
鋼
一
、
同
課

参
事
▼

大
志
賀
雅
孝
／
観
光
物
産
課
施
設
担
当

課
長
▼

渡
邊
宏
樹
／
港
湾
貿
易
振
興
課
長
▼

古

仲
環
／
大
森
山
動
物
園
事
務
長
▼

荻
原
信
彦

農
林
部
▼
農
林
総
務
課
長
▼

新
出
康
史
、
同
課
六

次
産
業
担
当
官
▼

鷲
谷
達
夫
／
農
業
農
村
振
興
課

長
▼

斎
藤

透
／
農
地
森
林
整
備
課
長
▼

中
泉

強
／
中
央
卸
売
市
場
市
場
管
理
室
長
▼

高
橋
和
也

建
設
部
▼
道
路
建
設
課
長
▼

村
田
隆
一
、
同
課

参
事
▼

長
谷
部
亨
／
道
路
維
持
課
長
▼

長
谷
部

秀
徳
、
同
課
ゆ
き
対
策
担
当
課
長
▼

滝
沢
厚
／

公
園
課
長
▼

鈴
木
功
、
同
課
施
設
担
当
課
長
▼

保
坂
源
栄
、
同
課
参
事
▼

工
藤
靖
彦
／
建
築
課

参
事
▼

佐
々
木
純
夫

都
市
整
備
部
▼
都
市
総
務
課
長
▼

根
田
隆
夫
、

同
課
参
事
▼

楢
岡
善
治
／
都
市
計
画
課
参
事
▼

後
藤
浩
基
／
秋
田
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理

工
事
事
務
所
参
事
▼

中
島
芳
美

議
会

【
次
長
級
】
事
務
局
次
長
▼

鈴
木
光

【
課
長
級
】
事
務
局
総
務
課
長
▼

堀
洋
子

農
業
委
員
会

【
次
長
級
】
事
務
局
副
理
事
▼

石
川
正
光

教
育
委
員
会

【
次
長
級
】

秋
田
公
立
美
術
大
学
へ
転
出
▼

富
樫
純
一
／
教

育
次
長
▼

渡
部
和
王･

佐
藤
孝
哉
／
東
部
公
民

館
長･

併
任
市
民
生
活
部
副
理
事
▼

佐
藤
聡

【
課
長
級
】

総
務
課
参
事
▼

菅
原
亀
代
嗣
／
学
校
教
育
課
長

▼

加
賀
谷
亨
、
同
課
教
職
員
室
長
▼

細
谷
直
／

教
育
研
究
所
長
▼

工
藤
隆
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長
▼

佐
々
木
亨
／
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
長
▼

斎
藤
和
敏
／
赤
れ
ん
が
郷
土
館
事
務
長
兼
民

俗
芸
能
伝
承
館
事
務
長
▼

加
藤
隆
子
／
文
化
会

館
長
▼

石
川
政
敏
、
同
館
参
事
▼

村
越
晴
美
／

生
涯
学
習
室
長
▼

工
藤
伸
二
／
中
央
図
書
館
明

徳
館
事
務
長
▼

伊
藤
賢
、
同
館
参
事
兼
河
辺
分

館
長
▼

田
代
恵
津
子
／
秋
田
公
立
美
術
大
学
附

属
高
等
学
院
事
務
長
▼

佐
藤
康
弘

上
下
水
道
局

【
次
長
級
】
次
長
▼

井
上
正
敏

【
課
長
級
】

水
道
維
持
課
参
事
▼

佐
々
木
康
元
／
水
道
建
設

課
参
事
▼

鈴
木
睦
雄
／
下
水
道
整
備
課
長
▼

今

野
伝
衛
／
浄
水
課
長
▼

阿
部
桂
／
仁
井
田
浄
水

場
更
新
準
備
室
長
▼

佐
藤
晋

消
防

【
消
防
監(

次
長
級)

】

指
令
課
長
兼
務
解
除
▼

佐
藤
好
幸
／
任
消
防

監･

秋
田
消
防
署
長
▼

佐
藤
重
左
ェ
門
／
任
消

防
監･

土
崎
消
防
署
長
▼

清
野
洋
一
／
任
消
防

監･

秋
田
南
消
防
署
長
▼

冨
岡
正
毅

【
消
防
司
令
長(

課
長
級)

】

総
務
課 

長
▼

石
川
昌
彦
、
任
消
防
司
令
長･

総

務
課
参
事
▼

坂
本
聖
樹
／
警
防
課
長
▼

鎌
田
千

尋
／
指
令
課
長
▼

伊
藤
弥
真
彦
／
秋
田
消
防
署

副
署
長･

兼
当
直
長
▼

土
田
高
／
任
消
防
司
令

長･

土
崎
消
防
署
副
署
長･

兼
当
直
長
▼

片
岡
哲

郎
／
城
東
消
防
署
長
▼

前
田
康
博
／
任
消
防
司

令
長･

秋
田
南
消
防
署
副
署
長･

兼
当
直
長
▼

亀

谷
成
利   

市
の
総
合
計
画｢

県
都
『
あ
き
た
』

成
長
プ
ラ
ン｣
の
政
策
課
題
に
効
果

的･

効
率
的
に
取
り
組
む
た
め
、
機

構
を
改
正
し
、
次
の
３
つ
の
課･

室

を
新
設
し
ま
し
た
。

総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
０
７

■
財
産
管
理
活
用
課

☎(

８
６
６)

２
０
５
３

市
有
財
産
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
総
務
部
に
設

置
し
ま
し
た
…
市
役
所
分
館
２
階

■
施
設
指
導
室
☎(

８
２
６)

９
０
５
０

子
ど
も･

子
育
て
支
援
新
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
教
育･

保
育
施
設
の

認
可
や
指
導
監
査
な
ど
を
行
う
た

め
、
子
ど
も
未
来
部
に
設
置
し
ま

し
た
…
市
役
所
本
庁
３
階

＊
同
課
の
設
置
に
伴
い
、
管
財
課
を
廃
止

し
、
公
共
施
設
監
査
保
全
室
の
名
称
を

｢

工
事
検
査
室｣

に
変
更
し
ま
し
た
。

お
も

機
構
な改

正

■
番
号
制
度
導
入
推
進
室

☎(

８
６
６)

６
６
５
３

来
年
１
月
か
ら
始
ま
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー(

社
会
保
障･

税
番
号)

制
度

の
準
備
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

企
画
財
政
部
に
設
置
し
ま
し
た

…
市
役
所
本
庁
３
階
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投
票
所
入
場
券
は
、
告
示
日
の
19
日
(日)
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
し
て
も
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
各
投
票
所
の
受
け
付
け
で
お
話
く
だ
さ
い
。

秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎(

８
６
６)

２
２
６
０

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/co
el/

■
投
票
日
当
日
の
投
票
時
間

■
不
在
者
投
票

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

(

河
辺
・
雄
和
は
午
後
７
時
ま
で)

■
投
票
で
き
る
か
た

年
齢
▼

平
成
７
年
４
月
27
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

住
所
▼

平
成
27
年
１
月
18
日
ま
で
に
秋
田
市
に
住
民
登
録
を

し
て
、
引
き
続
き
投
票
日
ま
で
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
た

秋
田
市
か
ら
転
出
し
た
か
た
は
▼

投
票
日
ま
で
に
秋
田
市
か

ら
転
出
し
た
か
た
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
27

年
４
月
11
日
以
降
、
秋
田
市
内
で
転
居
し
た
か
た
は
、
転

居
前
の
住
所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

次
の
か
た
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
①
の
か
た

は
各
施
設
の
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
②･

③
の
か

た
は
、
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
ま

た
は
入
所
中
の
か
た

②
仕
事
の
都
合
な
ど
で
他
市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
か
た

③
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
か
た
や
要
介
護
５(

介
護
保
険)
の
か
た

次
の
投
票
所
が｢→
｣

先
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
御
野
場
新
町
五
丁
目
、
仁
井
田
本
町
六
丁
目
７
番
28･

31･

32･

33･

35･

37･

40･

41
号
、
８
番
22･

25･

26･

27･

28･

30･

31･

32･

35･

36
号
に
お
住
ま
い
の
か
た
は
、｢

仁

井
田
小
学
校｣→

｢

南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー｣

へ 

●
御
野
場
新
町
二
丁
目･

三
丁
目･

四
丁
目
に
お
住
ま
い
の

か
た
は
、｢

仁
井
田
小
学
校｣→

｢

御
野
場
中
学
校｣

へ

●
山
手
台
一
丁
目･

二
丁
目･

三
丁
目
に
お
住
ま
い
の
か
た

は
、｢

桜
小
学
校｣→

｢

上
北
手
大
戸
公
民
館｣

へ

●｢
四
ツ
小
屋
駅
前
公
民
館｣→

｢

四
ツ
小
屋
幼
稚
園｣

へ

●｢
戸
島
小
学
校｣→

｢

戸
島
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー｣

へ

●｢

農
業
協
同
組
合
教
育
研
修
所｣→

｢

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー｣

へ

■
投
票
所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

■
期
日
前
投
票
　

４
月
20
日
（月）
▼

25
日
（土）

市役所分館４階

秋田駅西口２階ぽぽろーど、
イオンモール秋田３階 午前10時～午後８時

午前８時30分～午後５時

期日前投票所 投票時間

北部、西部、河辺、雄和の
各市民サービスセンター

午前８時30分～午後８時

＊西部は３階、河辺は２階。

岩見三内連絡所、
大正寺連絡所

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
、
期
日
前
投
票
の｢

宣
誓
書｣

を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
て
お
持
ち
い
た
だ

け
れ
ば
、
受
け
付
け
が
簡
単
に

済
み
ま
す
。

選びます 秋田の未来 担う人
■
点
字
投
票･

代
理
投
票

視
覚
障
が
い
が
あ
る
か
た
は
、
点
字
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
身
体
の
故
障
な
ど
で
、
自
分
で
投
票
用
紙
に

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
は
、
投
票
所
で
本
人
が
申
請

す
る
と
代
理
投
票
で
き
ま
す
。

市役所分館で期日前投票を行う際は、分館前

の市道など、駐車禁止の場所には駐車しないで

ください。分館前駐車場のほか、本庁舎前･議

場棟前駐車場などをご利用ください。

ここに記入

みほん
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印
刷
物
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
に
活
用

す
る
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。
作
品
が
採
用
さ
れ
た
か

た
に
は
10
万
円
を
差
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
に
な
る
か
、
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/

city/w
f/lg/

毎
月
第
４
金
曜
日
は
、｢

ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー｣

で
す
。
い
つ
も
の
マ
イ
カ

ー
通
勤
か
ら
、
公
共
交
通
機
関
や
自
転

車･

徒
歩
で
の
通
勤
に
切
り
替
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
ど
う
し
て
も
車
が
必
要
な
か

た
は
、
い
つ
も
よ
り
早
い
出
勤
で
渋
滞

を
緩
和
し
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

当
日｢

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー｣

に
参
加

し
た
か
た
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
入
手
し
、
こ
の
事
業
の

協
賛
店
で
提
示
す
る
と
特
典
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ur/im

/

05kotu/nom
ycar/pdf/kyousanten.pdf

●
問
い
合
わ
せ

交
通
政
策
課
☎(

８
６
６)

２
０
８
５

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田
市ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

市役所からの
お知らせ

１

秋田市では、高齢者が住み慣れた地域で生き生きと活動･活躍する、エ

イジフレンドリーシティの実現に取り組んでいます。今年度は、新たに

｢シンボルマーク｣や｢エイジフレンドリーパートナー｣を募集するほか、

リレーセミナーなどを開催していきます。長寿福祉課☎(866)2095

エイジフレンドリーシティ
高齢者にやさしいまちづくり

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
や
さ
し

い
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
う｢

エ
イ
ジ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー｣

に
登
録

し
ま
せ
ん
か
。
企
業
や
事
業
者
、
商
店

街
な
ど
の
団
体
が
対
象
で
す
。

登
録
事
業
者
は
、
市
の
各
種
広
報
媒

体
で
周
知
し
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
長
寿
福
祉
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

今
年
度
１
回
目
は
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
名
誉
教
授
で
、(

一
社)

シ
ニ
ア
社
会

学
会
会
長
の
袖
井
孝
子
さ
ん
が
、｢

自

立
し
共
生
す
る
安
心
の
老
後
〜
超
高
齢

社
会
に
お
け
る
シ
ニ
ア
の
可
能
性
〜｣

と
題
し
、
講
演
し
ま
す
。
受
講
無
料
。

５
月
24
日
(日)
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
、

ア
ル
ヴ
ェ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

申し込み(先着150人)

電
話･

Ｆ
Ａ
Ｘ･

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
受
講
人

数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

長
寿
福
祉
課
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

シ
テ
ィ
推
進
担
当
☎(

８
６
６)

２
０

９
５･
Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
６)

８
９
６
２

Ｅ
メ
ー
ルro-w

flg@
city.akita.akita.jp

＊
手
話
通
訳
を
ご
希
望
の
か
た
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
条
件

①
使
用
す
る
色
の
数
は
自
由
。
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
加
工
は
不
可
で
、
単
色
で

も
使
用
で
き
る
も
の

②
12
㌢
×
12
㌢
の
枠
内
に
収
ま
る
大
き

さ
で
、
1.5
㌢×

1.5
㌢
程
度
に
縮
小
し

て
も
使
用
で
き
る
も
の

③
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法

応
募
要
領
を
確
認
の
う
え
、
５
月
22
日

(金)
ま
で
長
寿
福
祉
課(

市
福
祉
棟
２
階)

へ
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
、
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０

秋
田
市
長
寿
福
祉
課
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担
当

＊
応
募
要
領
は
長
寿
福
祉
課
で
お
配
り
し
て

い
る
ほ
か
、
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

４
月
29
日
(水)
▼

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

５
月
４
日
(月)･

５
日
(火)
▼

家
庭
ご
み

と
資
源
化
物
を
収
集

５
月
６
日
(水)
▼

資
源
化
物
を
収
集

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
ご
み
収
集

●
収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区

の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
３)

６
６
３
１

毎ま
い

月つ
き

第だ
い

４
金き

ん

曜よ
う

日び

は

｢

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー｣
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市役所からの
お知らせ

２

県
と
市
で
は
、
住
宅
環
境
の
向
上
の

た
め
、
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

工
事
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
県
制
度
…
助
成
額
は
５
万
〜
20
万
円

対
象
工
事
▼

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
完
了
し
、
28
年
３
月
18
日
(金)
ま
で
に

完
了
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
工
事

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
県
内
に
本
店
が
あ
る
建
設
業
者
な
ど

が
行
う
増
改
築･

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
、
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上

②
秋
田
杉
を
一
定
の
割
合
以
上
使
っ
た

木
造
住
宅
の
新
築･

全
面
改
築
な
ど

●
申
し
込
み
　
秋
田
地
域
振
興
局
建
築

課
☎(

８
６
０)

３
４
９
１

■
市
制
度
…
助
成
額
は
５
万
円

対
象
▼

市
内
在
住
で
市
税
の
滞
納
が
な

く
、
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
初
め
て
利
用
す
る
か
た
。
住
宅
は
、

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

＊
一
戸
建
て
は
住
宅
用
の
車
庫･

物
置

を
含
む
。
併
用
住
宅
は
、
住
宅
部
分

の
延
べ
面
積
が
建
築
物
全
体
の
延
べ

面
積
の
２
分
の
１
以
上
。
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
共
同
住
宅
は
、
対
象
者
の

居
住
用
専
用
部
分
の
み
。

①
対
象
者
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る

②
対
象
者
が
居
住
し
、
配
偶
者
、
親
、

ま
た
は
子
が
所
有
し
て
い
る

③
対
象
者
の
親
ま
た
は
子
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る

④
対
象
者
が
所
有
し
、
親
ま
た
は
子
が

居
住
し
て
い
る

＊
②
〜
④
の｢

親｣

は
配
偶
者
の
親
も
含

み
ま
す
。

対
象
工
事
▼

市
内
に
本
店
が
あ
る
建
設

業
者
な
ど
が
行
う
増
改
築･

リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
で
、
工
事
費
用
が
50
万
円
以

上
。
た
だ
し
、
今
年
４
月
１
日
以
降
に

完
了
し
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
完
了
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
も
の

●
申
し
込
み

住
宅
整
備
課
☎(

８
６
６)

２
１
３
４

■
空
き
家
定
住
推
進
事
業

対
象
者
▼

①
市
の
空
き
家
バ
ン
ク(

※)

に
登
録
さ

れ
た
空
き
家
を
購
入
し
、
市
外
か
ら

移
住
す
る
か
た(

３
年
以
上
の
定
住)

②
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

空
き
家
を
、
賃
貸
す
る
所
有
者
ま
た

は
賃
借
し
て
市
外
か
ら
移
住
す
る
か

た(

５
年
以
上
の
定
住)

対
象
工
事
▼

市
内
に
本
店
が
あ
る
建
設

業
者
な
ど
が
施
工
す
る
、
定
住
す
る
た

め
に
必
要
な
住
宅
の
本
体
工
事

補
助
額
▼

工
事
費
の
２
分
の
１
。
購
入
は

上
限
100
万
円
、
賃
貸
借
は
上
限
30
万
円

※
市
内
の
空
き
家
を｢

売
り
た
い｣｢

貸

し
た
い｣

所
有
者
の
か
た
か
ら
登
録

申
込
を
受
け
て
、
空
き
家
の
情
報
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
提
供

し
、
仲
介
支
援
を
行
う
制
度
。

■
多
世
帯
同
居･

近き
ん

居き
ょ

推
進
事
業

対
象
者
▼

①
市
内
で
居
住
用
に
所
有
し
て
い
る
住

宅
を
改
築･

改
修
し
、
新
た
に
多
世

帯
同
居(

世
帯
数
が
１
つ
以
上
増
加)

を
す
る
か
た(

３
年
以
上
の
同
居)

②
親
、
子
、
孫
な
ど
三
世
代
の
い
ず
れ

か
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

の
そ
ば
に
市
外
か
ら
近
居(

※)

を
す

る
か
た(

３
年
以
上
の
近
居)

※
転
居
し
て
住
居
の
距
離
が
近
く
な
る

こ
と
。
直
線
で
１
㌔
㍍
以
内
に
世
帯

数
が
１
つ
以
上
と
な
る
の
が
条
件
。

対
象
と
な
る
工
事
ま
た
は
経
費
▼

①
市
内
に
本
店
が
あ
る
建
設
業
者
な
ど

が
施
工
す
る
、
同
居
に
必
要
な
住
宅

の
本
体
工
事

②
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入(

中
古
住

宅
を
含
む)

す
る
費
用
、
貸
家
の
賃

貸
借
契
約
に
係
る
敷
金･

権
利
金･

仲

介
手
数
料

補
助
額
▼

①
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
。
市
内
在

住
者
の
同
居
は
上
限
50
万
円
、
市
外

在
住
者
か
市
内
在
住
者
の
う
ち
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
同

居
は
上
限
100
万
円

②
住
宅
購
入
は
上
限
100
万
円
、
賃
貸
借

契
約
は
上
限
30
万
円

＊
空
き
家
の
購
入
ま
た
は
同
居
す
る
場

合
、
上
記
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

と
の
併
用
が
可
能
で
す
。

●
申
し
込
み

住
宅
整
備
課
☎(

８
６
６)

２
１
３
４

北
部
墓
地(

飯
島
字
堀
川)

の
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
案
内
を
よ
く
読

ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
区
画
数
▼

100
区
画(

４
㎡)

永
代
使
用
料
▼

28
万
５
千
円
　

管
理
手
数
料
▼

３
千
189
円

対
象
▼

①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た
す
か
た

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が
あ
る

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生

計
を
営
む
保
証
人
を
届
け
出
で
き
る

③
遺
骨
が
あ
り
な
が
ら
墓
地
が
な
く
寺

院
や
自
宅
に
保
管
し
て
い
る
、
ま
た

は
改
葬(

現
在
の
墓
地
か
ら
遺
骨
を

す
べ
て
移
す
こ
と)

を
希
望
す
る

募
集
案
内
の
配
布
窓
口
▼

生
活
総
務
課

(

市
役
所
分
館
３
階)

、
北
部･

西
部･

南

部･

河
辺･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

、
ア
ル

ヴ
ェ
駅
東
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。
　
　

申
し
込
み
▼

５
月
１
日
(金)
か
ら
12
月
25

日
(金)
ま
で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
に
生
活
総
務
課
へ

●
問
い
合
わ
せ

生
活
総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
７
４

●
文
中｢

Ｓ
Ｃ｣

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
略
で
す
。

北ほ
く

部
墓
地

ぶ

ぼ

ち

の

使し

用
者

よ
う
し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

住じ
ゅ
う

宅た
く

の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

に
助じ

ょ

成せ
い

し
ま
す

空あ

き
家や

の
活か

つ

用よ
う

と
多た

世せ

帯た
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

の
促そ

く

進し
ん

を
支し

援え
ん

12



農
林
漁
業
者
が
行
う
加
工･

販
売
な

ど
の
取
り
組
み
に
対
し
、
そ
の
事
業
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
申
込
締
切
は

５
月
29
日
(金)
。
事
業
を
計
画
し
て
い
る

か
た
へ
の
訪
問
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
▼

農
林
漁
業
者(
個
人
、
グ
ル
ー

プ
、
農
業
生
産
法
人
な
ど)

と
事
業

者
。
た
だ
し
、
事
業
者
の
場
合
、
市
内

産
農
産
物
の
利
用
割
合
が
お
お
む
ね
２

分
の
１
を
超
え
る
加
工
品
が
条
件
で
す

対
象
事
業
と
補
助
率
▼

①
市
内
産
農
林
水
産
物
な
ど
を
活
用
し

た
商
品
の
開
発
と
改
良
な
ど
…
補
助

率
２
分
の
１
以
内
で
上
限
は
50
万
円

②
市
内
産
農
林
水
産
物
な
ど
を
加
工
す

る
た
め
の
施
設
お
よ
び
機
械
設
備
の

整
備
な
ど
…
補
助
率
２
分
の
１
以
内

で
上
限
は
200
万
円

③
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

を
開
業
す
る
た
め
の
、
施
設
の
新
設

お
よ
び
改
修
の
た
め
の
工
事
と
機
械

設
備
の
整
備
な
ど
…
補
助
率
３
分
の

１
以
内
で
上
限
は
100
万
円

●
問
い
合
わ
せ

農
林
総
務
課
６
次
産

業
担
当
☎(

８
６
６)

２
１
１
５

市
が
発
注
す
る
、
50
万
円
以
下
の
小

規
模
修
繕
の
受
注
を
希
望
す
る
業
者
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
要
領･

用

紙
は
、
契
約
課(

市
役
所
３
階)

か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
登
録
さ
れ
て
い
た
か
た

も
、
５
月
31
日
(日)
で
期
間
満
了
に
な
り

ま
す
。
引
き
続
き
受
注
希
望
の
か
た

は
、
再
度
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
▼

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る

か
た
。
個
人
、
法
人
、
建
設
業
の
許
可

の
有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数
な
ど

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
市
に
建
設
工
事
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
で
登
録
し

て
い
る
か
た
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

有
効
期
間
▼

平
成
27
年
６
月
１
日
(月)
か

ら
29
年
５
月
末
ま
で

登
録
受
付
▼

契
約
課
で
５
月
11
日
(月)
か

ら
22
日
(金)
ま
で
の
平
日
、
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

●
問
い
合
わ
せ

契
約
課
☎(

８
６
６)

２
１
６
５
　

児
童
館
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
お
手
伝
い
す
る
児
童
厚
生
員(

非

常
勤
嘱
託
職
員)

を
募
集
し
ま
す
。
勤

務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格u

保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許

が
あ
る
か
た
　

勤
務
時
間u

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
、
１
日
４
時
間
半
ま
た
は
５
時
間

雇
用
期
間u

５
月
１
日
(金)
か
ら
来
年
３

月
31
日
(木)
ま
で
　

面
接
試
験u

４
月
23
日
(木)

申
し
込
みu

履
歴
書
と
資
格
証
明
書
の

写
し
を
、
４
月
22
日
(水)(

必
着)

ま
で
子

ど
も
育
成
課(

市
役
所
３
階)

へ
。
郵
送

も
可
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋
田
市
子
ど
も

育
成
課
☎(

８
２
６)

９
０
４
８

４
月
下
旬
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
日

の
前
後
に
か
け
て
、
調
査
員
が
対
象
世

帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
国
民
生
活
基
礎
調
査(

世
帯
票)

世
帯
状
況
や
医
療
保
険
、
就
業
、
健

康
な
ど
に
関
す
る
調
査
で
す
。

対
象
地
区
▼

南
通
亀
の
町
と
下
北
手
松

崎
の
一
部
、
雄
和
繋

調
査
日
▼

６
月
４
日
(木)

●
問
い
合
わ
せ

保
健
総
務
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
０

②
国
民
生
活
基
礎
調
査(

所
得
票)

所
得
に
関
す
る
調
査
で
す
。

対
象
地
区
▼

右
の
①
の
調
査
を
行
っ
た

地
区
の
一
部
で
す

調
査
日
▼

７
月
16
日
(木)

●
問
い
合
わ
せ

保
護
第
二
課
☎(

８
６
６)

８
９
４
１

４
月
１
日
か
ら
、
自
宅
の
く
み
取
り

便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
工
事

や
、
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
公
共
下
水
道

な
ど
に
接
続
す
る
工
事
へ
の
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
と
助
成
金
制
度
が
変
わ
り
ま

し
た
。

■
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
…
雑
排
水
の
み

を
排
水
す
る
た
め
の
排
水
設
備
の
工

事
も
対
象
に
な
り
ま
し
た

■
助
成
金
制
度
…
助
成
額
が
、
公
共
下

水
道
な
ど
の
供
用
開
始
か
ら
３
年
以

内
の
か
た
に
は
４
万
円
、
３
年
を
経

過
し
た
か
た
に
は
２
万
円
に
変
更
に

な
り
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
局
給
排
水

課
☎(

８
２
３)

８
４
３
２

国こ
く

民み
ん

生せ
い

活か
つ

基き

礎そ

調ち
ょ
う

査さ

に

ご
協き

ょ
う

力り
ょ
く

く
だ
さ
い

６
次じ

産さ
ん

業
ぎ
ょ
う

化か

の
取と

り
組く

み

を
支し

援え
ん

し
ま
す

水す
い

洗せ
ん

便べ
ん

所じ
ょ

改か
い

造ぞ
う

等と
う

資し

金き
ん

の

助じ
ょ

成せ
い

制せ
い

度ど

が
変か

わ
り
ま
し
た

小し
ょ
う

規
模

き

ぼ

修し
ゅ
う

繕ぜ
ん

の
受じ

ゅ

注ち
ゅ
う

希き

望ぼ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
登
録

と
う
ろ
く

を
受う

け
付つ

け

児じ

童ど
う

厚こ
う

生せ
い

員い
ん

を

募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

中心市街地循環バス｢ぐるる｣のリ

ーフレットに掲載する有料広告を募

集します。このリーフレットは、観光

案内所や観光施設、市内のホテルなど

に計15,000部を配布します。

なお、広告内容は審査の上、掲載の可

否を通知します。

募
集
内
容

１枠10㌢×12㌢を４枠。複数枠の
応募もできます。広告料金は１枠
25,000円

申
込
５月１日(金)まで交通政策課へ。詳し

くはお問い合わせを。☎(866)2085

｢ぐるる｣のリーフレット
に広告をのせませんか

広報あきた　平成27年４月17日号13



地
蔵
田
遺
跡
は
、
旧
石
器･

縄
文･

弥

生
時
代
の
複
合
遺
跡
で
、
特
に
木
柵
で

囲
わ
れ
た
弥
生
時
代
の
集
落
跡
は
全

国
で
も
例
が
な
く
、
平
成
８
年
に
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
弥
生
っ
こ
村
は
、
全
国
で
初

め
て
市
民
の
手
で
復
元
さ
れ
た
史
跡

で
、
竪
穴
住
居
や
木
柵
な
ど
弥
生
時
代

の
集
落
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

弥
生
っ
こ
村
で
施
設
の
維
持
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
務
め
る
村
民

会
の
後
藤
欣
二
会
長
は
、｢

今
年
も
、
弥

生
っ
こ
村
ま
つ
り
や
竪
穴
住
居
で
の

宿
泊
体
験
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
週
末
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
か
た
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
、
遠

い
昔
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
て
く
だ

さ
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

年
９
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
飯

島
中
学
校
正
門
前
の
道
路
工
事

が
完
了
し
、
３
月
17
日
、
完
成
セ
レ
モ

ニ
ー(

右
の
写
真)

が
同
校
の
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
大
雨
が
降
る
と
水
た

ま
り
が
で
き
る
な
ど
水
は
け
が
悪
く
、

広
範
囲
に
冠
水
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
た

め
、町
内
会
連
合
会
な
ど
、地
域
の
団
体

が
要
望
し
、
改
良
さ
れ
た
も
の
で
す
。

安
全
安
心
な
通
学
路
が
確
保
さ
れ
、

生
徒
た
ち
は
早
速
元
気
に
登
下
校
し

て
い
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
道
路
を

元
気
に
登
下
校

完成セレモニーには生徒た
ちも参加し、感謝の言葉を
伝えました

飯島中学校正門前の道路工
事が完了し、安心安全な通学
路ができました

会
報
誌
の
名
前
は
昔
の
地
名
に
ち
な

み｢

き
つ
ね
森｣

で
す
。
小
学
校
に
入
学

し
た
お
子
さ
ん
や
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
の

紹
介
な
ど
を
掲
載
し
、年
10

回
程
、全
285
世
帯
に
配
布
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
町

内
の
み
な
さ
ん
に
、地
域
に

密
着
し
た
情
報
提
供
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

年
10
回
発
行
！

地
域
の
会
報
誌
が
100
号
に

髙𣘺重道さん…

牛島西四丁目町
内会長として編
集･発行を担当

髙
橋
キ
ン
さ
ん(

外
旭
川)

が
、
市
の

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
と
し

て
、こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
に
対
し
、総

務
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

｢

こ
の
よ
う
な
立
派
な
賞
を
い
た
だ
け

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
健
康
な
限
り
、
社
会
の
た
め
に
な

る
活
動
を
続
け
た
い
で
す｣ 髙橋キンさん…

選挙に携わった
功績が称えられ、
総務大臣表彰を
受賞

◆
表
彰
お
め
で
と
う

教
え
て
ネ

地
域
の
話
題

弥
生
っ
こ
村
で

２
千
年
前
の
御
所
野
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
…

期
休
館
し
て
い
た
地じ

蔵ぞ
う

田で
ん

遺
跡

｢

弥
生
っ
こ
村｣
と
出
土
品
展
示

施
設(

御
所
野
総
合
公
園
内)
が
、
４
月

１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

冬

昨

と言 コひ ロ コロ

出土品展示施設後藤会長(左)とガイド風景
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弥
生
っ
こ
村
、
出
土
品
展
示
室

観
覧
無
料
。
展
示
室
で
は
、
企
画

展
示｢

縄
文
時
代
前
期
〜
中
期
初
頭

の
御
所
野
台
地｣

を
開
催
中
。

観
覧
時
間
▼

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

土･

日
、祝
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
常
駐

文
化
振
興
室
☎(

８
６
６)

２
２
４
６



広報
クイズ
広報クイズは、毎月第３金曜日発

行号に掲載しています。正解したか
たの中から抽選で 10人に図書カー
ド 1,000 円分を差し上げます。
広報あきたや市政テレビ番組の感

想などを添えて、ご応募ください。

Ｑ
１
今年は５年に一度の●●調査が
実施されます。●に入る漢字は？

Ｑ
２
昭和 48年開園の大森山動物園
は、入園者何千万人を達成した？

＊答えは広報あきた４月３日号･17日号

の記事中から探してね♪

No.272

応募方法

はがき、FAX、Eメールに、｢広報ク
イズ｣と明記し、答えと住所、氏名(ふ
りがな)、年齢、電話番号を書いて、４
月 23日(木)(必着)まで、
〒010-8560秋田市役所広報広聴課
FAX(866)2287
Eメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

＊採用された際、氏名の掲載を希望しない

かたは、ペンネームも忘れずにお書き添

えください。

３月20日号の当選者(敬称略)

前回のクイズの答え
Q１＝盛岡｢さんさ｣踊り　Q２＝パーク
当選者 u宇元裕子(新屋)、がーすー(楢山)、

さくらちゃん(楢山)、さくら餅(桜台)、佐藤

久子(山手台)、佐藤美子(泉)、白ゆり(茨

島)、CHIKA(仁井田)、福寿草(新屋)、ペチ

ュニア(仁井田)

＊応募総数160件で正解は159件。

●
春
で
す
。
白
鳥
の
姿
も
見
え
な
く
な

り
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
は
日
々
緑
が
増
え
、
桜
が
咲

き
、
に
ぎ
や
か
な
時
が
や
っ
て
き
ま

す
。
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
秋
田
は
素

晴
ら
し
い
所
で
す

(

ラ
ラ
ラ
　
62
歳･
飯
島)

●
春
が
そ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
う
れ
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
小
さ
い
畑
に

あ
れ
も
こ
れ
も
植
え
よ
う
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す

(

安
藤
キ
ミ
子
さ
ん
　
86
歳･

牛
島)

●
雪
が
解
け
て
土
い
じ
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
早
い
か
な
と
思
い
な

が
ら
花
の
苗
床
作
り
に
い
そ
し
ん

で
い
ま
す
。
土
い
じ
り
は
楽
し
い
で

す
ね(

キ
ミ
ち
ゃ
ん

72
歳･

手
形
山)

●
千
秋
公
園
で
大
好
き
な
人
た
ち
と

お
花
見
す
る
こ
と
が
今
一
番
楽
し

み
で
す
♪
今
年
も
き
れ
い
に
桜
が

咲
き
ま
す
よ
う
に

(

す
み
れ
　
28
歳･

将
軍
野)

●
春
に
な
っ
た
ら
何
を
し
よ
う
か
今

か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
大
森

山
動
物
園
も
高
木
美
保
さ
ん
が
名

誉
園
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
し
、
ま

ず
は
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
動
物
に

会
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
ね

(
ガ
ク
マ
マ
　
61
歳･

保
戸
野)

●
今
年
は
雪
が
消
え
る
の
も
早
く
、
山

菜
も
早
い
と
の
話
で
す
。
今
か
ら
山

菜
採
り
が
楽
し
み
で
す
。
ワ
ラ
ビ
し

か
採
れ
ま
せ
ん
が
…

(

ぼ
た
っ
こ
　
61
歳･

山
王)

●
市
立
図
書
館
の
愛
称
が
〝
ほ
く
と
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
〞
と
い
う
こ
と
で
、
も

っ
と
も
っ
と
図
書
館
を
利
用
し
た

い
と
思
い
ま
す

(

き
り
ん
か
　
44
歳･

御
野
場)

●(

広
報
３
月
20
日
号
に
掲
載
し
た)

プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
が
楽

し
み
で
す
。
東
北
六
魂
祭
に
も
期
待

(

黒
子
幸
子
さ
ん

77
歳･

楢
山)

●
こ
の
春
は
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
出
か

け
た
時
に
期
日
前
投
票
所
で
、
気
軽

に
投
票
で
き
て
便
利
で
す

(

ま
し
の
ば
っ
た
ん
　
67
歳･

牛
島)

ち
ょ
っ
と
一
息

読
者
の
伝
言
板

広報あきた　平成27年４月17日号15

◆｢井戸端市民通信｣のページをリニューアルしました。

これからもよろしくお願いします。

新年度が始まりました。新庁舎建設工事も

順調に進み、現庁舎ともあと１年でお別れ

です。いずれ広報紙面で特集は組むことと

して、お世話になった意味を込め、毎月、担

当と現庁舎(建物内も)のツーショット写

真をお届けします。お楽しみに(石塚)

担
当
か
ら

現
庁
舎
正
面

｢

小
学
校
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
勉
強

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
！
」

佐々木愛乃さん
(広面小学校１
年生)…黄色い
帽子贈呈式で

今年も新入生代表44人に黄色い
帽子が渡されました(４月３日)

◆
新
一
年
生
に
黄
色
い
帽
子



＊交流ひろばは北部･西部は各市民SC２階。南部･雄和は

各市民SC１階。

親子で遊ぼう！　

妊婦健診の検査項目や
回数を増やしました
４月から妊婦健康診査の検査項目や回数などを、次

のとおり拡充しました。いずれも里帰りなどで、県外

で受診されるかたも対象になります。

子ども健康課☎(883)1172

拡
充
内
容

・妊婦一般健診で、胎児の元気さや心奇形がない

かをみる検査など２項目を追加しました

・妊婦一般健康診査を２回(40週･41週)上乗せし

て、計16回になりました

・子宮頸がん検査に流産･早産のリスクをみる検査

を追加しました

・産後１か月健康診査も公費で受けることができ

るようになりました

★入場無料、直接会場へ

３月31日以前に妊婦健康診査の受診票を受け取ら
れたかた…県内で妊婦健康診査を受診しているか
たは、医療機関にある新受診票をお使いくださ

い。すでに里帰り等妊婦連絡票を市へ提出したか

たには、週数に応じて県外で使用できる受診票を

個別に郵送します

保育料などを助成する、市のすこやか子育て支援事業は、４月から｢子ども･子育て

支援新制度｣が始まったことにより、助成基準が下表のとおり見直されました。

申請書などは利用施設を通して配布します。提出方法や助成方法は施設によって異

なりますので、詳しくは、各施設か子ども育成課の各担当へお問い合わせください。

認可保育所入所児童 u入所担当☎(866)2094　認定こども園、幼稚園、小規模･事業
所内保育、認可外保育施設入所児童u子育て事業担当☎(866)6649

①１号認定のお子さんと新制度に移行しない幼稚園入所児童の保育料助成割合

②２号認定･３号認定のお子さんと認可外保育施設入所児童の保育料助成割合

＊平成26年度末現在、この制度に該当していたかたが、今回の改正で該当しなくなった場合でも、一部助成を受けられる経過措置が

あります。ただし、別に定める基準に該当する場合に限ります。詳しくはお問い合わせください。

＊広報あきた４月３日号の育児コーナーに掲載した｢１歳６か月児健診｣の対象に誤りがありました。正しくは、｢平成25年10月

生まれの１歳７ヶ月になるお子さん｣が対象です。訂正してお詫びします。子ども健康課☎(883)1174

すこやか
子育て支援
(保育料助成)

保育料階層算定でひとり親世帯
と認定された場合、①表の階層
｢４｣と②表の階層｢D1～D6｣･
｢D7～D12｣に該当する世帯の
助成割合は1/2になります。
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子育てに関する講話、運動、おやつ
作りなど、親子のふれあいや参加者
同士で交流する学習会です。
対象u東部地区に住む幼児と保護者　
日時u５月12日(火)から来年２月まで
に９回、10:00～11:30　
会場u東部公民館　保険料u１人100円
定員u15組(応募多数の場合は抽選)
申込u４月30日(木)まで東部公民館

☎(834)2206

会場は、いずれも北部市民SC(キタス
カ)２階。申し込みは、北部子育て交
流ひろばへ。☎(893)5985
★ママと赤ちゃんのふれ愛コミュニケ
ーション ベビーケアインストラクタ
ーによるベビーマッサージ。対象u３
～７か月のお子さんと母親　日時u５
月15日(金)10:30～11:30　先着u15
組　申込開始u４月24日(金)9:30から
★集まれ！お引っ越しママ おしゃべ
りして情報交換。対象u秋田に引っ越
して来た子育て中の母親　日時u５月
19日(火)14:00～15:00　先着u７人
申込開始u４月28日(火)9:30から

完璧な親なんていないという意味の
｢ノーバディズ･パーフェクト･プログ
ラム｣に基づき、悩みや関心事をグル
ープで話し合い、自分にあった子育て
を学びます。定員16人(託児あり)。
対象u６歳までのお子さんがいるかた
で、原則全日程に参加できるかた
日時u５月28日(木)から７月２日(木)ま
での毎週木曜日、10:00～12:00
会場uアルヴェ４階洋室A、B
申込u５月７日(木)から子ども未来セ
ンター☎(887)5339

子ども未来センターの事業のお手伝い
を通して、赤ちゃんや小さなお子さん
と触れ合って楽しく活動してみませ
んか。下記の研修を受講した後の活
動となります。講義は必須です。
対象u子育て支援に関心のあるかた
講義u５月８日(金)10:00～14:30

体験実習u５月12日(火)･14日(木)･16
日 (土)･21日 (木)･28日 (木)、9:30～
12:00　会場uアルヴェ１階音楽交流
室Dほか 先着u20人
申込u４月20日(月)から子ども未来セ
ンター☎(887)5340

会場は、いずれも市保健センター(八
橋)。①②は電話でお申し込みくださ
い。☎(883)1174･(883)1175
①離乳食教室
離乳食の進め方、試食、個別相談な
ど。｢初期｣は調理実技、｢中期｣｢後期｣
は食品の調理法、歯の手入れ方法も。
＊太字の( )内は対象と定員(先着)。
初期離乳食教室(生後４～５か月。40組)
５月18日(月)10:00～12:00
中期離乳食教室(生後６～７か月。30組)
５月19日(火)10:00～12:00
後期離乳食教室(生後８～11か月。30組)
５月25日(月)10:00～12:00
申込開始u４月30日(木)8:30から
②ぱくぱく教室(幼児食教室)
幼児食のすすめ方と食に関する体験
学習、試食、個別相談など。対象u１
歳６か月健診を終えた２歳５か月ま
でのお子さんと保護者　日時u５月14
日(木)10:00～12:00　先着u30組
申込開始u４月22日(水)8:30から
③２人でTry！パパ･ママれっすん
赤ちゃんのお風呂の入れ方体験や、
助産師の講話、ビデオ学習など。
対象u秋田市に住民票があり、開催日
に妊娠16～35週の妊婦とパートナー
日時u５月23日(土)13:00～15:40
定員u36組(定員超は抽選)　申込u往
復はがき、または封書(返信用のはが
きを同封)で、往信用に住所、２人の
氏名(ふりがな)･生年月日、電話番
号、開催日時点での妊娠週数、出産
予定日を、返信用に住所、氏名を書
いて、５月７日(木)(必着)まで、
〒010-0976 八橋南一丁目８-３

子ども健康課☎(883)1174

太字の( )内は対象年齢です。問い合
わせ先の◎は、各地区の主任児童委
員さんの印です。
■とんとんクラブ(就学前)

４月20日(月)･５月18日(月)、10:00
～11:30、下北手児童センターで。
問u◎中村さん☎(835)8343
■だっこちゃん(１歳～就園前)
４月21日(火)10:00～11:30、勝平
児童センターで。
問u◎浅野さん☎090-5232-1933
■すこやか広面(０歳～５歳)
４月21日(火)10:00～11:30、広面
児童館で。保険料１家族50円。
問u◎山石さん☎(836)4868
■チャイルド中通(就園前)
４月21日 (火 )･28日 (火 )、10:00～
11:30、中通児童館で。
問u◎高橋さん☎090-7067-8179
■築山きりんクラブ(就学前)
４月24日(金)9:30～11:00、築山児
童センターで。
問u◎岡田さん☎080-1846-7064
■港北ママクラブ(就園前) ４月24
日(金)10:00～11:30、港北児童セン
ターで。問u◎平澤さん☎(845)4014
■しゃぼんだま広場(就学前)
４月24日(金)10:00～11:30、四ツ
小屋児童センターで。
問u◎伊藤さん☎(839)3891
■ほっと広場(０歳～５歳)
４月27日(月)10:00～11:30、広面
児童館で。保険料１家族50円。問
uHOTの会の堀江さん☎(837)0584
■東きらきらくらぶ(０歳～５歳)
４月28日(火)･５月12日(火)、10:00
～12:00、東児童センターで。保険
料１家族各日50円。
問u◎折原さん☎090-7322-5863

太字の( )内は対象年齢です。
■ぴょんぴょんリズム(就園前)
４月22日(水)10:30～12:00、東地
区コミセンで。問u新日本婦人の会秋
田支部☎(836)3356　
■リフレッシュビクス ４月24日(金)、
５月15日(金)･29日(金)、セリオンプ
ラザで。参加費500円(①②どちらも
参加は750円)。持ち物はお問い合わ
せください。①ママビクス(どなたで
も)u10:00～10:50　②親子ビクス
(生後６週から)u11:00～12:00
(10:40まで集合)　問uNPO法人子育
て応援Seed☎(833)8104

＊スペースの都合などにより掲載依頼があったものすべてを掲載でき
ない場合があります。ご了承ください。

育児コーナー！ ＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。

子
こ

ども健
けん

康
こう

課
か

の催
もよお

し

地
ち

域
いき

で育
いく

児
じ

★★

子
こ

育
そだ

てママのおしゃべりタイム

子
こ

育
そだ

てボランティアを募
ぼ

集
しゅう

幼
よ う

児
じ

家
か

庭
て い

教育
きょういく

学級
がっきゅう

トン東
トン

キッズ

■文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

育
いく

児
じ

イベントあ★れ★こ★れ★

キタスカで待
ま

ってるよ！
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ABS こんにちは秋田市から

月・水曜日　15:50～

水曜日　22:54～

４/19(日)11:40～11:55 ●秋田市の再生可能エネルギー

AAB いきいき秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
　
　
　

AKT こんばんは秋田市から

エフエム秋田  秋田市マンデー555
ABSラジオ  秋田市今週のいちネタ

毎週月曜日　17:55～

毎週火曜日　10:30～ ］

金曜日　11:25～
土曜日　11:40～
日曜日　11:55～

＊番組内容は、変更になる場合があります。
＊５分間テレビ番組は秋田ケーブルテレビでも放送しています。

４/17(金)

わがまち大好き秋田市長です(月１回)

●GWは太平山リゾート公園へ
●GWは大森山動物園へ

４/22(水)

４/24(金)

４/29(水)
▼

ABS

▼

ラ
ジ
オ

放送日程は広報広聴課へ
☎(866)2034

エフエム椿台  午後スタ 毎週水曜日　14:00～

●おすすめ！お花見スポット
●秋田市ほっとニュース

●大森山動物園へGo!!
●佐竹史料館｢武家のファッションショー｣

おいしいお土産が完成♥

市の６次産業化事業の一環で、平成26年度、国際

教養大の学生と事業者が連携し、｢土産品開発プロジ

ェクト｣に取り組み、３月19日、商品発表会を市役所

で行いました。

このプロジェクトに参加したのは６人の学生で、約

１年をかけて商品のアイデアを具体化していきまし

た。地元産食材などを使用した商品は、｢木苺
いちご

モルツ

(秋田らしさを詰め込んだふわふわお菓子)｣｢ほろっこ

(秋田の恵み 蕗･塩･苺を詰め込んだほろほろクッキ

ー)｣の２品。今後は、商品を製造する(株)四季菜(木苺

モルツ)と(株)ジロー洋菓子店(ほろっこ)の協力のも

と、販売を行っていく予定で

す。詳しくは、農林総務課６

次産業担当へ。☎(866)2115

ホタル
マップ
できました！

昨年みなさんにお寄せいただいたホタル情報をまとめた｢ホ
タルマップ｣が完成しました。環境部(寺内)、各地域の市民サ
ービスセンター、公民館、図書館などに置いています。ぜひご
活用ください。詳しくは、環境総務課へ。☎(863)6862

新しい土産品の発表会に出席した国際教養大生と穂積市長

仁井田の旧農業試験場跡地に園芸振興

拠点施設｢みのりあ｣が完成しました。敷

地面積約7,200㎡内には、21棟のビニル

ハウスや圃
ほ

場、加工研修施設などを完

備。新たに野菜･花きの園芸作物の農業

経営をめざすかたなどを対象とした実習

中心の研修を行うなど、今後、園芸に特

化した優れた担い手の確保と育成が図ら

れる場となります。

園芸振興センター☎(838)0278
(仁井田字小中島111番地１)

園芸振興拠点施設
｢みのりあ｣が完成

温室や農機具なども完備

３月30日に行った完成記念式典で

優
れ
た
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す

土産品の｢ほろっこ｣｢木苺モル

ツ｣。教養大生の要望を、秋田

公立美術大学の先生がパッケー

ジにデザインしました
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新屋まちあるき♪

８月３日(月)から６日(木)まで行われ

る竿燈まつりの個人向け(14人以下)観

覧席を、５月１日(金)10:00から販売し

ます。パンフレット(300円)、手ぬぐい

(1,000円)も同時に販売します。

迫力ある演技をゆっくり観覧席から

ご覧ください。

観覧席の料金(税込)

■枡
ま す

席(ローソン大町二丁目店前。１枡
６人まで)…20,000円

■S席(中央道路壁上ひな壇)…2,600円
■A席(上記以外のひな壇、長いす)…

2,100円

＊大人･子どもとも同額です。座席を必要とし

ない乳幼児は無料。入金後の払い戻し、雨

天中止による払い戻しはできません。ご了

承ください。

次の①～④のいずれかの方法で、竿燈

観覧席予約センターへお申し込みくだ

さい(平日10:00～17:00)。

①インターネット(24時間)u
http://www.kantou.gr.jp/

②窓口 u(公財)秋田観光コンベンション

協会(大町二丁目２-12 イーホテル秋

田１階)で受け付けます

③電話 u(866)9977　

④FAX u(866)9978

＊FAXの申込書は、ホームページから入手す

るか、観覧席予約センターへお問い合わせ

ください。☎(824)8686

申込方法

竿
燈
観
覧
個
人
席
を

５
月
１
日
(金)
か
ら
販
売
！

新屋まちあるき♪
もの×まち さんぽ 2015春

新屋地区(表町、元町、日吉町、

扇町)の商店などを会場に、もの

づくり作家18組の作品を展示･販売します。

また、秋田杉のコースター制作、真
し ん

鍮
ちゅう

(金属)のネ

ームタグ制作のワークショップ(材料費各500円)も

開催。当日案内所となる｢旧勝平酒造(渡邊幸四郎

邸･新屋表町５-10)｣に、マップを用意しています。

問い合わせ
ホームページ

もの×まち さんぽ事務局の鈴木さん☎080-5565-0722
http://ameblo.jp/mono-machi/

新屋衆ガイドのうらみちさんぽ～新屋探検～

４月25日(土)13:00に西部市民サービスセンター(SC)に集合

新屋在住のかたの案内で、日吉神社、余楽庵、葉隠れ墓

苑、忠専寺、國萬歳酒造、天龍寺、渡邊幸四郎邸などを巡りま

す。小学生以下の場合、保護者同伴でどうぞ。資料代300円

(大学生以下無料)。定員40人。所要時間は２時間程です。小

雨決行(中止の場合は主催者から連絡します)。

申し込み

電話またはEメールで新屋参画屋の佐々木さんへ、
住所、氏名、年齢、連絡先をお伝えください。
☎(828)8095　Eメール araya.sankakuya@gmail.com

４月25日(土)･26日(日)、
10:30～16:30

GW
ゴールデンウイーク

はザ･ブーンで決まり！
クアドーム ザ･ブーンでは、ゴールデ

ンウイーク期間中さまざまなイベント

を開催します。ぜひお越しください！ 

★プールで子ども向けお楽しみイベント♪
５月２日(土)から５日(火)までの14:00～14:30に、幼児

から小学生程度を対象としたイベントを行います。参加無

料。先着各50人で参加賞あり

★５月５日(火)｢こどもの日｣は中学生以下入館無料！
展望風呂では季節の菖

しょう

蒲
ぶ

湯を楽しめます

★２階レストラン｢太平
お い だ ら

｣でフェアを開催
４月29日(水)から５月６日(水)まで、特別メニューを提供

大人510円、中･高校生410円、

３歳～小学生以下300円

問い合わせ クアドーム ザ･ブーン☎(827)2301

入館料

当日の案内所と周辺地図
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赤れんが郷土館開館30周年記念

赤れんが郷土館コレクション展
～四季彩の街あるき～

４月25日(土)u６月28日(日)、9:30～16:30
観覧料 一般200円(高校生以下無料)

＊平成27年度の展覧会すべて

を何回でも観覧できる年間パ

スポートもご利用ください。

一般500円で郷土館１階で販

売しています。

＊展示替えのため、４月20日

(月)から24日(金)までは休館。

日本人は、古くから季節の移り変わりを敏感に感

じとり、愛
め

でてきました。さまざまなジャンルの作

家たちが、彩り豊かな四季の情景を独自の感性で描

き出した作品の数々を、本展でお楽しみください。

｢飛騨の七夕祭｣守 洞春 ｢丸の内夜景｣野村俊彦

問い
合わせ

赤れんが郷土館
☎(864)6851

｢根付｣とは、印籠
い ん ろ う

や巾着、煙草
た ば こ

入れなどを帯

にはさむためにつり下げ、ひもの先に付ける

留め具です。本展では、高
た か

円宮
まどのみや

殿下が妃殿下

とともに収集された世界有数の根付コレクシ

ョンから、選りすぐった約260点を紹介しま

す。また、両殿下が宮中行事の際に着用され

た装束なども併せて展示します。

10:00～18:00

観覧料u一般1,000円(800円)、大学生800円
(600円)、高校生以下無料

４ (日)26 u６ (日)、７

高
円

た
か
ま
ど
の

宮み

や

家け

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
根ね

付つ

け

に行こう！

千秋美術館のとっておき
情報をまとめてご紹介

美

館
術

千秋美術館☎(836)7860

前売り券u上記の( )内は前売券の料金。千秋

美術館、caoca広場(秋田駅トピコ内)、ローソ

ンチケットなどでお買い求めください。

来館記念カード
｢千秋美術館へ行こう！｣を配布します

ギャラリートーク(展示品解説)…５月２日(土)･
31日(日)は美術館の学芸員が、５月23日(土)は

小松大秀館長が解説します。時間はいずれも

14:00から。展覧会チケットが必要です。

小･中学生に、各学校から来館記念

カードが配られます。カードを持って

開催中の展覧会に来るとスタンプが押され、そ

の数に応じて素敵な特典が受けられます。

＊平成27年度の展覧会すべてを何回でも観覧できる

年間パスポートもご利用ください。一般2,500

円、大学生1,000円で美術館１階カウンターで販

売しています。

岡隹(おかとり)｢虎｣18世紀

掌
中

し

ょ

う

ち

ゅ

う

の
珠た

ま

乳幼児の発達段階に応じたテーマを設け、絵

本を中心に展示と貸し出しを行います。

絵本が育てる こどものこころ
こどもの読書週間資料展示

日時u４月21日(火)から５月17日(日)まで

会場uほくとライブラリー明徳館１階親子コー

ナー(中央図書館明徳館)☎(832)9220

＊休館日…4月27日(月)･30日(木)、５月７日(木)･11日(月)

“油
あぶら

谷
や

これくしょん”へどうぞ
油谷これくしょん(旧金足東小

学校)では、明治から昭和時代の

民具や懐かしいおもちゃを展示しています。開館

時間は10:00～16:00。入館無料。☎(893)4981

＊休館日が月･火曜日に変わりました。ただし、月･火が祝

日の場合は、その次の平日(２日間)が休館日です。

｢花時｣恩地孝四郎
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公開収録の観覧者を募集します

｢民謡をたずねて｣は日本を代表する民謡歌手が、

秋田をはじめ全国各地の民謡の魅力をたっぷり紹介

するラジオ番組です。放送は６月の予定です。

収録日時u５月23日(土) 開場13:00、開演13:30
会場u文化会館小ホール　観覧無料
出演者u小野花子、さいとう武若、寺崎美幸ほか

問い合わせ
(いずれも平日)

NHK秋田放送局☎(825)8111
秋田市文化会館☎(865)1191

市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
の

無
料
相
談

５月７日(木)･21日(木)･28日(木)
９:00～12:00

５月 ７日(木) 13:30～16:30
５月14日(木) ９:00～12:00

５月 １日(金) 13:00～16:00
５月 ８日(金) 13:00～16:00
５月12日(火)13:00～16:00
５月19日(火) ９:00～12:00
５月19日(火)13:00～16:00

直接、市役所１階の市民相談セン
ターへどうぞ(順番は当日の先着
順。受け付けは15:30まで)。

市民相談センター

南部市民サービスセンター
西部市民サービスセンター

市民相談センター

法　律

行政書士
年金・社会保険

人権・困りごと

公証人・遺言

要
予
約

予
約
不
要

相談の種類 相談日時 定員 申し込み相談場所

各６人

各６人

各６人

市民相談センター
行　政

予約は４月21日(火)8:30から、
市役所１階の市民相談センター
の窓口か電話で。☎(866)2039

＊「要予約」の相談の利用は、同一
年度内に１人各１回までです。

５月13日(水)13:00～16:00

５月14日(木)13:00～16:00

司法書士

税　務

５月28日(木)から来年３月まで月１回、
13:30～15:00、北部市民SC(キタスカ)、
将軍野･寺内･外旭川の各地区コミセンで

日時
会場

健康、生きがいづくりの講話や移動学習内容

北部地域の60歳以上のかた対象

年1,500円会費 150人先着

５月８日(金)まで北部市民SC☎(893)5969申込

｢しおかぜ大学｣受講生募集

市老人福祉センター(八橋)会場

５月18日(月)から６月22日(月)までの月曜
日(６月８日は除く)、10:00～12:00

日時

対象は60歳以上のかた。定員は抽選で20人。

無料。材料費は別途負担があります受講料

４月28日(火)まで秋田市社会福祉協議会
☎(862)7445(平日の10:00～15:00)

申込

けやき大学｢陶芸入門教室｣

折り紙教室u４月21日(火)10:00～12:00、大
森山老人と子どもの家(☎(828)1651)で。参加
無料。折り紙、はさみ、のり、筆記用具を持参
山の幸染め教室u４月28日(火)10:00～12:00、
雄和ふれあいプラザ(☎(886)5071)で。割りば
し入れ作り。材料費300円。はさみ、筆記用
具、ピンセット、割りばし(３膳)を持参

対象は65歳以上のかた。直接会場へどうぞ。

いきいきサロン

＊文中の｢SC｣はサービスセンターの略。

民
俗
芸
能
伝
承
館
の
民
謡
講
座

日時

５月14日(木)から10月22日(木)まで
の毎月第２･第４木曜日に12回、
14:00～15:30

会場 民俗芸能伝承館(ねぶり流し館)

往復はがき(１人１通)に、住所、氏
名、年齢、電話番号を書いて４月30
日(木)まで、〒010-0921大町一丁目
３-30 民俗芸能伝承館☎(866)7091

申込

生
お

保
ぼ

内
な い

節や竿燈音頭など、６曲を習いま

す。定員80人(申込多数の場合は抽選)。

NHK
公開番組

広報あきた　平成27年４月17日号21

申
し
込
み

往復はがきの往信用裏面に郵便番号、住所、氏

名、電話番号を、返信用表面に郵便番号、住所、

氏名を書いて、４月27日(月)(必着)まで、〒010-

8501 NHK秋田放送局｢民謡をたずねて｣係

＊申込多数の場合は抽選です。結果は返信はがきでお知らせ

します(５月８日(金)に発送予定)。当選したかたは、返信は

がきが当日の入場整理券(1枚で２人入場可)となります。

＊応募情報は、抽選結果のご連絡のほか、受信料のお願いに

使用させていただく場合があります。



■みんなで語ろう自分たちの未来
｢国は地方の声をどう反映するか｣な
どをテーマにした講演･対話集会。
日時u５月２日(土)14:00～　
会場uさきがけホール(山王)　
問u日本青年会議所秋田ブロック協
議会の細谷さん☎080-9019-5989
■｢看護の日｣フェア 健康相談や家
庭看護の実演、講演会など。日時u

５月９日(土)10:00～14:45　会場u

アルヴェ１階きらめき広場　問u(公
社)秋田県看護協会☎(834)0172
■天徳寺山麓や平和公園の旧跡と伝
説をめぐる　秋田市観光案内人が案
内します。日時u５月20日(水)9:30
～12:00　集合u天徳寺前(泉)　先着
u30人 申込uはがきに、郵便番号、
住所、氏名、電話番号を書いて、５月
６日(水)まで、〒010-0921大町二
丁目2-12 秋田観光コンベンション
協会内秋田市観光案内人の会　問u

同会の高橋さん☎080-8201-1784

絵本の読み聞かせなどを行うボラン
ティアを募集します。
活動日uおはなし会を行う第１土曜
13:30～14:10と第２火曜10:30～
11:00のほか、定例会(毎週火曜)など
＊５月９日(土)･12日(火)のおはなし
会の際に見学できます。詳しく
は、ほくとライブラリー新屋図書
館へお問い合わせください。

問u☎(828)4215

■調停相談会 家族や土地･建物の
問題など。日時u５月８日(金)10:00
～15:00　会場u裁判所合同庁舎(山
王)　問u秋田調停協会☎(824)3121
■わかくさ相談電話　少年の悩みに
応じます。アルヴェ５階の少年指導
センターで来所相談も応じます。日
時u平日の9:00～16:00(月曜のみ
10:00～)　相談電話u(884)3868
■秋田市御所野交流(ふれあい)センタ
ーの相談 会場は中央シルバーエリア

内の同センター。☎(826)0671
①育児相談…１歳～就園前の親子が
対象です。工作や運動なども。日時
u毎月第１木曜の10:30～11:30(祝
日を除く) ②健康相談…日時u平日
の10:00～12:00(水曜を除く)

■サンライフ秋田の臨時休館 東北
六魂祭開催のため、次の日時に休館
します。５月29日(金)…体育館の夜
間(17:30～21:00)が利用不可　５
月30日(土)･31日(日)…全館終日休館
問uサンライフ秋田☎(863)1391
■８人制バレーボールC級審判員認
定講習 日時u５月13日(水)9:30～
16:00　会場u秋田県スポーツ科学
センター(八橋)　テキスト代u500円　
申込u５月７日(木)まで秋田市８人制
バレーボール連盟の長谷川さん

☎090-9425-2169 
■秋田市歌人協会短歌大会の作品募集
６月10日(水)にあきた文学資料館(中
通)で開催する短歌大会の作品を募集
します。申込u200字詰め原稿用紙
に作品(１人１首。未発表作)、郵便
番号、住所、氏名、電話番号、大会の
出欠を書いて、出詠料1,000円(小為
替か現金書留)と一緒に４月30日
(木)(必着)まで、〒011-0936 将軍
野南四丁目5-24 秋田市歌人協会事
務局 堀井さん☎(857)1147
■石油機器技術管理士 講習･認定試験
申込方法など詳しくは、下記の保守
協会へお問い合わせください。
日時u６月11日(木)･12日(金)、9:00
～18:00　会場u秋田テルサ(御所野)
手数料u17,280円　定員u120人　
申込u４月20日(月)から５月22日(金)
まで、(一財)日本石油燃焼機器保守
協会☎03-3499-2928

市立秋田総合病院とタニタ食堂の共
催イベント。メタボと生活習慣につ
いて、同病院の医師などが講演しま
す。講演後、タニタ食堂の食事とメ

ニュー解説を実施。先着各65人。
日時u５月13日(水)･27日(水)、16:00
～18:30　会場uあきたタニタ食堂(エ
リアなかいち内)　食事代u各750円
申込 u市立秋田総合病院 (9:00～
17:00)☎(823)4171、あきたタニタ
食堂☎(827)5125(14:00～17:00)

運動の習慣がないかたもすぐ始めら
れる、歩くスピードで行うジョギン
グです。初心者が対象。先着20人。
日時u４月30日(木)9:30～12:00
会場u南部公民館 保険料u100円　
申込u４月20日(月)9:00から南部公
民館☎(832)2457

②は申し込みが必要です。４月27日
(月)9:00からクアドーム ザ・ブーン
へ。☎(827)2301
①水泳･水中歩行(曜日･時間帯別)
実施日u５月８日(金)～29日(金)の火･
水･金曜 受講料(入館料別)u１回560
円、５月のフリーコース3,080円
②水泳･水中歩行(秋田駅からバス送
迎あり) 日時u５月８日(金)･15日(金)･
22日(金)･29日(金)、9:45～15:00
受講料(入館料込)u1,070円　

歯科衛生士が、虫歯や歯周病などの
相談に応じます。
日時u４月28日(火)9:30～12:00　
会場u市保健センター(八橋)
申込u保健予防課☎(883)1178

■介護予防教室･スマイルアップ倶楽部
対象uおおむね65歳以上(階段で２階
への移動が可能なかた)　日時u４月
28日(火)13:30～14:30　定員u20
人　会場･申込u中通地域包括支援セ
ンター幸ザ･サロン☎(827)3323
■地域型はつらつくらぶ 実費負担
あり。対象u65歳以上で要支援･要介
護認定を受けていないかた　日時u

６月24日(水)から来年３月まで月１
回、13:30～15:30　会場u東地区
コミセン 定員u20人(抽選)　申込u

５月８日(金)まで広面地域包括支援
センター桜の園☎(853)7240

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ
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22＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。



情報チャンネルa

素焼きのオカリナに自分で絵付けし
た後、そのオカリナで演奏できるま
でを体験する講座です。先着15人。
対象u４回の講座を受講できる初め
てオカリナに触れる20歳以上のかた
日時u５月１日(金)･15日(金)、６月５
日(金)･19日(金)、10:00～12:00
会場u南部公民館　材料費u2,500円
申込u４月20日(月)9:00から南部公
民館☎(832)2457

日時 u５月７日(木)･13日(水)･20日
(水)･27日(水)、６月３日(水)、19:00
～20:30　会場u北部市民SC(キタス
カ)　先着u20人
申込u４月21日(火)9:00から北部市
民SC☎(893)5969

39歳以下のかたが対象です。会場は
サンパル秋田(文化会館内)。申し込
みは、４月20日(月)12:00から勤労
青少年ホームへ。☎(824)5378
■マナー教室 立ち居振る舞いや食
事作法、言葉遣いなどのビジネスマ
ナーを学習。日時u５月14日(木)･28
日(木)、18:30～20:30　先着u20人
■アロマですっきり！花粉症対策講座
アロマの話のほか、スプレーや芳香
剤などを作ります。
日時u５月19日(火)19:00～20:30
材料費u1,000円　先着u10人
■おもてなしの食卓を飾る春の料理
豚肉のオレンジソース、いわしのマリ
ネなど。日時u５月21日(木)18:30～
20:30　材料費u600円　先着u16人

会場はサンパル秋田(文化会館内)。
申し込みは、４月20日(月)から女性
学習センターへ。☎(824)7764
■IT講習｢ワードの基本操作｣ 対象
uこの講習を社会活動に活かすかた　
日時u５月12日(火)10:00～15:00　
受講料u1,000円　先着u10人　

■セミナー｢楽しく子育て自分育ち｣
カナダ発祥の子育て･親支援｢ノーバデ
ィズ･パーフェクト･プログラム｣。親
同士で交流して子育てを考えます。
対象u小学生までのお子さんがいる親
日時u５月11日(月)から６月22日(月)
までの毎週月曜、10:30～12:00
定員u14人(託児あり。要申込)

時間は10:00～13:00。会場と申し
込みは秋田テルサへ。☎(826)1800
＊開催日(いずれも５月)、材料費、
定員の順で記載しています。
①甘酢あんの天津飯と卵みそu９日
(土)、1,500円、20人　②野菜ソム
リエ推奨･トマトソースのパスタu11
日(月)、2,160円、20人　③豆腐カ
ステラなどu13日(水)、1,950円、16
人　④アーモンドタルトu14日(木)、
2,160円、12人　⑤たけのこづくし
膳u15日(金)、2,160円、20人　⑥野
菜ソムリエ推奨･春サラダのパンケー
キなどu18日(月)、2,160円、20人
⑦秋田おやきなどu20日(水)、1,950
円、16人　⑧エクレア３種u27日
(水)、2,400円、12人　⑨中華ちま
きなどu29日(金)、2,160円、20人

｢渋江和光日記｣や石井露月の資料の
解読、文学資料館の訪問など。
日時u来年３月までの第２･第４土曜
日、13:30～16:00　定員u30人
会場･申込uほくとライブラリー雄和
図書館☎(886)2853

対象u初めて手話を学び、将来手話奉
仕員としての活動をめざす高校生以
上のかた　日時u５月13日(水)から来
年２月24日(水)までの水･金曜に45
回、13:30～15:30　会場u県心身障
害者総合福祉センター(旭北)　テキ
スト代u3,500円　定員u40人(抽選)
申込u往復はがきに、住所、氏名(ふ
りがな)、電話番号、受講理由を書い
て４月27日(月)(必着)まで、〒010-
0976 八橋南一丁目8-2 秋田市身体
障害者協会☎(866)1341
＊問い合わせは、同協会または市障
がい福祉課へ。☎(866)2093

千秋公園の歴史や自然を紹介する
｢久保田城址歴史案内ボランティア
の会｣の養成講座です。
対象u20歳以上　日時u５月12日(火)
から７月28日(火)までの火曜に７
回、13:00～16:00　会場uジョイナ
ス 資料代u2,000円　定員u20人　
申込u４月30日(木)まで佐竹史料館
☎(832)7892(10:00～16:00)

■高齢者･軽度障がい者のためのパ
ソコン教室(文書作りの基本）日程u

５月11日(月)から29日(金)までに８
回、10:00～12:00　会場u遊学舎
受講料u9,296円　定員u10人
申込uNPO法人あい☎(829)1113
■点訳･音訳奉仕員養成講座　目の
不自由なかたに、点字の本や録音
CDを作るボランティア養成講座で
す。説明会は５月13日(水)。日時u６
月から来年３月までに30回。点訳は
毎週水曜、音訳は毎週木曜の10:00
～12:00 定員u各10人　テキスト
代u1,000円程度　会場･申込u秋田
県点字図書館(土崎港)☎(845)0031

小学生の親子が対象
です。田植えや収
穫、餅つきなどを体
験します。
日程u５月24日(日)から11月29日(日)
までの日曜に５回、9:00～12:00
会場u雄和左手子地区ほか　
年会費u１家族8,000円　先着u20組
申込u４月20日(月)9:00から雄和市
民SC(ユービス)☎(886)5540

■春の自然観察会 自然観察やゲー
ムなど。日時u４月29日(水)9:30～
12:00　会場u一つ森公園内　先着
u25人　申込u４月20日(月)9:00から
秋田市総合振興公社☎(829)0221

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ
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七夕祭りの灯籠
と う ろ う

流しが起源ともいわれる
祭り。「ラッセラー」のかけ声に合わせて跳
ねる〝ハネト〟とお囃子、ねぶたが三位

み

一体
となり、短い夏にその魂を爆発させます。
今回の六魂祭では５回目にして初めて、

幅９㍍高さ５㍍の大型ねぶたが出陣予定！

毎年８月２日～７日

青森ねぶた祭

東北の心はひとつ、さらに前へ。

秋田市開催まであと43日！ 山王大通りでのお祭りパレードなどに参加する、各市のお祭りをシリーズで紹
介します。東北六魂祭実行委員会事務局(秋田市観光物産課東北六魂祭担当)☎(866)6642

５月30日(土)･31日(日)開催！

東
北
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八橋運動公園の多目的グラウンドでは、ご当地グル
メに特産品の販売と県内のお祭りが楽しめます。大町
イベント広場やエリアなかいちにぎわい広場でもおい
しいものがたくさん出店！ パレード会場からも近いので遊びに来てね。

グルメイベントも充実しています♪

ハネトン
み
ん
な
で

「
ラ
ッ
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ー
」

＊各市のお祭りの紹介は今回で終了します。次号では東北六魂祭イベント情報などを特集します。

青森市観光キャラクター
© ＡОＭОＲＩ/Ｎ･ＨＣＰ


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24



